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Many studies concerning shoulder instability have been reported. But, there are few studies of 

the micromovement in the glenohumeral joint. We investigated the micro movement of the shoulder 

joint based on cineradiography. 

We examined 15 cases ( 5 were normal and 10 had instability). We measured the glenohumeral 

angle and the aηn angle of each 50 cineradiograms per second during elevation and depression of the 

arm in the scapular plane. 

In the normal group, both the changes of the glenohumeral angle and the arm angle demonstrat· 

ed a smooth curve. In the instabillity group, the change of the arm angle demonstrated a smooth 

curve, but that of the glenohumeral angle clearly drew an irregular curve. 

Our results proved that instability in the gleno-humeral joint during shoulder motion makes 

articular cartilagenous lesions occur in unstable shoulders. 
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は じ め に

1934主nこCodmanがり肩甲骨と上腕骨の連続した動

きをscapulohumeral rhythmと呼び肩関節の動態に

ついて報告して以来Glenohumeral movementに関

する報告は多い． また， 関節禽上での上腕骨頭の微細

な運動に関する報告もいくつかみられている2）剖叫制．

しかし， 上腕挙上に伴う関節寓上での上腕骨頭の微細

な動きを経時的に検討した報告は著者の渉猟しえた限

りでは見あたらない． 今回我々は， 不安定肩の動態な

らびに病態の一部幸子明らかにする目的で， 肩甲上腕関

節に珍ける上腕骨頭の運動の 経時的変化をcineradio·

graphyにより解析し， 健常者と比較し興味ある結果

を得たので報告する．

-33-



対 象

対象群は 正常群 5 例 ， 不安定 肩群10例である． 正常

群とは 肩関節障害の既往がなく ， 他覚的な異常所見も

なく ， 他の関節にも関節弛緩を認められ ないものであ

る． 不安定 肩群とは inferior and multidirectional 

instability ( 8例 ）， 反復性 肩関節前方亜脱臼（2例 ）

である．

方 法

非検者を＇＊イ立で 頭部・体幹を固定し ，3 Kgの重錘ノf

ンドを前腕遠位端に巻き ，上肢を回旋中間位でO度よ

り90度の範囲で メトロノームに合わせて挙上及び下降

.... G l e n o h u m e r a l a n c l e 

=tan b/a 

..... Arm an cl e 

＼ 
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図l 計測法

G!enohumeral angle ：上腕骨頭長軸と臼蓋縁のなす角
Arm angle ：上腕骨頭長軸と垂直軸のなす角
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図2：正常群のl例

経常的なArm angle, Glenohumeral angleの変化はスム

ーズな変化であった．

の運動をScapular plane上で それぞれ 1秒 で行った ．

被験者は 管球に対し 約30度斜位をとり関節裂隙を抜く

ようにし た. x線透視装置（ARRITECNO R 150) 

を用いて 1秒50コマで撮影した． 数回練習させた後，

撮影を開始し4回挙土・下降運動を 行わせ， 解析は 4

回運動させた うちの一番安定していると思われる 3回

目を計測して 行っ た．

計測は ， 図 1のように上腕骨長軸と臼蓋縁のなす角

をGlenohumeral angleとし ，上腕骨長軸と垂直軸と

のなす角をArm angleとし ，Glenohumeral angleの

変化とArm angleの変化を各症毎に検討し た．角度を

より 正確に計測するためにーコマずつ挙上50コマ・下

降50コマの計100コマ総て ・をトレースしそれぞれの角

度をTan（タンジェント）をもちいて 算出し た ．

結 果

図2は ， 正常群のl例を計測し たものであるが ， 経

時的なGlenohumeral angleとArm angleの変化は ，

滑らかな曲線を描きスムーズな変化を示している．
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図3：正常群の1例
Arm angle, Glenohumeral angleの角速度の変化は， マ

イナスを示すことはなかった．
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図4 : inferior and multidirectional instabilityの1例

Arm angleの変化は比較的なめらかな曲線を示すが，

Glenohumeral angleの変化は挙上・下降時に曲線の乱れが

認められた．
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こ のGlenohumeral angle及びArm angleの90度

挙上までの角速度の変化は， それぞれ 図 3に示すよう

に角速度がマイナスを示すこと（ つまり， 挙上時に角

度が小さくなること）はなし 他の正常群 4例でも同

様の結果が得られた．

図4は， inferior and multidirectional instability 

のl例であるが， Arm angleの変化は， 正常群と似た

比較的滑らかな曲線を示すものの， Glenohumeral

angleの変化は， 滑らかな曲線を描かず， 挙上・下降時

に 数 回の曲線の乱れを認め ている． このGlenohumer­

al angle, Arm angleの90度挙上までの角速度の変化

は， 図5に示すように， Arm angleでは角速度がマイ

ナ スを示すポイントが見られ た． 他の inferior and 

multidirectional instabilityの7例も同様の結果であ

った．

ま た， 反復性肩関節前方亜脱臼の症例においても 図
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国5 : inferior and multidirectional instabilityの 1

例
Arm angleでは角速度がマイナスを示すポイント
（つまり角度の減少）がみられた．
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図6： 反復性肩関節前方亜脱臼のl例
Arm angleの変化は比較的スムーズな曲線であり，

Glenohumeral Angleの変化は挙上・下降時に曲線の
乱れが認められた．

8のごとくArm angleの変化は比較的スムーズな曲

線を描くが， Glenohumeral angleの変化は挙上・下降

時に曲線の乱れが認められている． それぞれのGleno­

humeral angleとArm angleの角速度の変化は， infe­

rior and multidirectional instabilityと同様Gleno­

humeral angleの角速度がマイナスを示すポイントが

認められた（ 図7). 

考 察

glenohumeral movementに関する報告は数多くあ

るが開制•＞， 従来の報告はある一定の角度変化ま たは

ある一定の 時間 経過による骨頭のずれを何例かの平均

として検討されているために， 個々の症例の 経時的な

骨頭と関節寓との微小な関係が明確には検討 され てい

ない ． 今回我々はこの点を補充する為に， 肩関節の動

きを毎秒50コマで 撮影した像を用いてArm angleと

Glenohumeral angleの変化を 経 時的にと らえ てみ

た． この微小変化をとらえ てみると， 不安定扇におい

ては， 見かけ上はスムーズな運動をしているように見

える上肢の動き， つまりArm angleの スムーズな変化

が，Glenohumeral angleの計測からは， その運動時に

骨 頭の微小な skid slipが頻固に生じ ていることが示

された． これは， 上 腕骨頭が関節禽に支点を求める機

能が障害され skidslipを起こし， glenohumeral angle 

の曲線の乱れとして現れ ているものと考える． 更に，

この微小な skid slipが頻固に起こることで臼蓋面へ

の異常な ストレ スが生じ， この事が関節内損傷の一因

となっ ているのであろうと考えた． ま た， skidslipが

生じGlenohumeral angleの正常な角度変化がほとん
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図7：反復性肩関節前方亜脱臼の1例

Arm angleでは角速度がマ イナスを示すことはなかった

が， Glenohumer邑I angleでは角速度がマ イナスを示すポイ

ント（つまり角度が減少）がみられた．

inferior and multidirectional instabilityと同様の結果

であった．
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どない状態でもArm angleの角度変化がある程度ス

ムーズに保たれているのはskid slip時に 肩甲 骨が そ

れをサポートするように動いているた めと考えた ．

更に，下方への 不安定性を伴わ なかった 反復性肩関

節前方悪脱臼の2 例にも，inferior and multidir­

ectional instabilityと同様のGlenohumeral angleの

角速度にマイナスを示すポイントが見られた ． 今回検

討したscapular planeでの挙上 下降運動において，臨

床的に異なる2 疾患がその運動時に同じ様なskid

slipを頻回に起こしている共通した現象がみられたの

は， 双方の 肩関節の安定化機構の障害に共通したもの

が存在しているのではないかと考える． しかし，今後

なお 肩関節の不安定性についての検討が必要であるこ

とを痛感している．

ま と め

し 不安定 肩群10例・常群 5例を対象として，上肢

挙上 ・ 下降運動時の肩関節の動きをCineradiography

をもちいて毎秒 50コ？で計測した．

2.このうち ，Glenohumeral angle及びArm angle 

の変化について検索した ．

3. 不安定肩群では，Glenohumeral angleの変化に

36 

乱れがみられ頻 回 な skid slipが証明された．これは，

上腕 骨頭が関節寓に支点を求 める機能が障害されてい

るものと考えた．

4 • inferior and multidirectional instability 例と

反復性 肩関節前方亜脱臼例では同様の結果を示し ， 病

態の異なる2疾患に共通した結果が見られたことは肩

関節の安定児機構の障害に共通したものが存在し てい

るものと考えた ．
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